認知症カフェ運営事業委託契約書
南阿蘇村（以下、「甲」という。）と　○○○○（以下、「乙」という。）との間に、認知症カフェ運営事業（以下、「事業」という。）の運営について、次の条項により委託契約を締結する。

（総則）

第1条　甲は、南阿蘇村認知症カフェ運営事業実施要綱（以下、「要綱」という。）第３条に基づき、事業を乙に委託し、乙はこれを受託するものとする。
（委託期間）

第２条　事業の委託期間は、令和　年４月1日から令和　年３月３１日までとする。

（事業目的）
第３条　事業は、認知症になっても、住みなれた地域で安心して尊厳あるその人らしい生活を継続できるよう、また、認知症の人の家族の介護負担の軽減を図ることを目的として実施する。

（事業内容）
第４条　事業の内容は、次の各号に掲げる活動の全てを行うものとする。
（１）主に認知症の人及びその家族が気軽に集える居場所を準備し、交流や仲間づくりができる環境を提供する。
（２）認知症の人及びその家族の個別の希望に応じ、楽しめる内容（手工芸やレクリエーション等）を提供する。
（３）認知症の人及びその家族からの相談に対し、適切な支援を行う。
（４）認知症の人及びその家族同士が悩みを共有し、相談し合える環境を提供する。
（５）地域住民等との交流が図られる環境を提供する。
（実施回数等）
第５条　事業の実施回数等は、次の各号に掲げるとおりとする。

（１）実施回数は、月２回開催とすること。

（２）開催場所は、南阿蘇村大字○○番地とする。

（３）開催時間は、原則１回２時間以上とする。

（４）開催の際には、スタッフ（認知症に関し専門的な知識及び経験を有した者）１名以上を配置すること。

（５）利用料は、無料とすること。ただし、飲食物等の実費徴収は可能とする。

（６）利用対象者は、おおむね６５歳以上の者、その家族及び住民とすること。または、認知機能が低下しているものや認知症に対して不安のあるもの、その家族とする。
（委託料）

第６条　事業の委託料は、１開催あたり３，５００円とする。
２　開設初年度については、開設経費として５０，０００円を加算する
３　甲は、乙の請求により、一定期間ごとに委託料を支払うものとする。
（経理）

第７条　乙は、事業にかかる収支及び支出について、他の事業の経理と区別しなければならない。

（報告及び調査等）

第８条　乙は、毎月、事業実施状況報告書を翌月の１０日までに甲に提出しなければならない。

２　乙は、契約期間満了後、３０日以内に年間の事業実績報告書を提出しなければならない。

３　前２項に定める外、甲は必要があると認めたときは事業の実施状況について随時乙に対し報告を求め、調査もしくは必要な指示をすることができる。

（権利義務の譲渡等の契約の禁止）

第９条　乙は、この契約によって生じる一切の権利又は義務を第三者に譲渡、又は担保の目的に供してはならない。
（再委託の禁止）

第１０条　乙は、事業を第三者に委託してはならない。

（契約の解除）

第１１条　甲は、乙が次のいずれかに該当するときは契約を解除し、又は、乙に対して委託料の全部若しくは一部の返還を命ずることができる。

（１）この契約の条項に違反したとき。

（２）事業を遂行することが困難であると認めたとき。

２　乙は、前項の定めによる契約の解除により損害を受けた場合においても、甲に対して、その補償を請求することが出来ないものとする。

（損害の負担）
第１２条　乙は、事業の実施にあたり第三者に損害を与えたときは、その損害を負担しなければならない。但し、その損害の発生が乙の責めに帰すべき事由による場合は、この限りではない。

（損害賠償）

第１３条　乙は、この契約に定める義務を履行しない為、甲に損害を与えたときは、その損害に相当する金額を損害賠償として、甲に支払わなければならない。
（疑義等の解決）
第１４条　この契約について、疑義が生じたとき、又はこの契約に定めのない事項については、甲乙協議のうえ解決するものとする。

　この契約を証する為、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自１通を所持する

ものとする。
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